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5万分の1地質1州幅の新刊

八ガ岳
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5万分の1地質図幅
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まとめ南一北八ガ岳火山群において基盤号に構成差のある

らしいこと示している.

⑧八ガ岳火山岩については火山体の中軸部を構成する塊状の

安山岩どびん岩を先ず記載している.これは火山の根とも

称すべき幅厚大1km長さ南北5.5k皿に達するもので安

山岩は一部ホルンフェルス化している.この“根"の部分の

今後の精査が残された問題であるが将来精しい岩相図が作

られれば火山地質について興味ある問題が提起されるであ

ろう.

⑧そのほか76本におよぶ岩脈巻末における登りうる顕著な崖

･毘榔こおける柱状図などカミ示されている.

⑧八ガ岳火山列の地質図はこれで一店完成したが明年度の

｢小諸｣図幅を加えると残りは山麓部の極小部分と在り

火山地質図として偉観を示すことと校る.

⑧本書は1974～75年にかけて出版された同じ著者によるr蓼科

山｣と一連のものであり八ガ岳火山列の南半分にあたって

いる.1957年以来の著者20年にわたる研究成果がもりこめ

られ既刊の｢蓼科山｣と一貫した整合性のある記述表現形､

式がとられている.

⑧八ガ岳火山列は最高点2,900mに及び谷幅2m両岸の高

さ100㎜といった壁があったりして調査は困難を極めたが

著者はおよそ登りうる崖･沢すべてについて精査を行なった･

⑧前回に引きつづきゼノリスについて約500枚の薄片の観察を
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